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不定積分 は 原始関数すべてを 求 めると 思 えばよい「 Salzxex = Cx - 5

]

0

^=(µ _ 5 ) -( a - 5) =aa0
の ① で 書 くのが一般的

。

2 xの 不定積分 x +C は(
C

は 積分定数 )であり. dx =x ' +c と 書くい52x
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ふう 原始関数のいは数類であるものをのが一般的である四


